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平成２４年１１月１９日 

 

 

平成２４年度第２四半期（上半期）業績のお知らせ 
 

 

ＮＫＳＪひまわり生命保険株式会社（社長：松﨑 敏夫）の平成２４年度第２四半期（平成２４年４月１日～ 

平成２４年９月３０日）の業績をお知らせします。   

 

 

  

 

 

１．主要業績の状況 

  新契約件数、新契約高、年換算保険料（新契約）

は、終身保険の減少等の影響により前年実績を 

下回りましたが、保有契約件数、保有契約高、 

年換算保険料（保有契約）は、医療保険「健康の

お守り」や収入保障保険「家族のお守り」の堅調

な販売等により、それぞれ前年度末比 103.6％、 

103.5％、101.6％となりました。また、保険料等 

収入は前年同期比 100.3％となりました。 

 

 

２．損益の状況 

  基礎利益は 51 億円となりました。また、 

中間純利益は 13 億円となりました。 
 

 

３．資産の状況  

総資産は、前年度末比 103.7％の 1 兆 8,764 

億円となりました。 

  一般勘定資産の資産運用ポートフォリオは、 

ＡＬＭ（資産・負債の総合管理）の観点から、 

引き続き高格付けの円貨建債券を中心として 

います。また、健全性に加え運用効率にも留意し、 

収益確保を図っています。 

 

 

４．ソルベンシー・マージン比率は１，４７３．９％ 

  平成 24 年度第 2 四半期末のソルベンシー・ 

マージン比率は 1,473.9％となり、引き続き 

高水準を維持しています。 

 

 

 

 

【主要業績の状況】 

 
平成 23 年度 

第 2四半期(上半期) 

平成 24 年度 

第 2四半期(上半期) 
前年同期比 

新契約件数 244 千件  193 千件  79.2％   

新契約高 1 兆 5,860 億円  1 兆 3,870 億円  87.5％   

年換算保険料 

（新契約） 
193 億円  172 億円  88.7％   

保険料等収入 1,774 億円  1,779 億円  100.3％   

基礎利益 △16 億円  51 億円  ― 

中間純利益 

（△は純損失） 
△45 億円  13 億円  ― 

  

 平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第 2四半期(上半期)末 
前年度末比 

保有契約件数 2,891 千件  2,994 千件  103.6％   

保有契約高 17 兆 6,597 億円  18 兆 2,715 億円  103.5％   

年換算保険料 

(保有契約) 
2,862 億円  2,907 億円  101.6％   

総資産 1 兆 8,092 億円  1 兆 8,764 億円  103.7％   

ｿﾙﾍﾞﾝｼｰ･ﾏｰｼﾞﾝ

比率 
1,449.5％  1,473.9％  24.4 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

   注 1 平成 23 年度第 2 四半期の数値は、損保ジャパンひまわり生命と 

       日本興亜生命の合計値を記載しています。 

注 2 新契約件数・新契約高・年換算保険料・保有契約件数・保有契約高 

は、個人保険と個人年金保険の合計です。 

注 3 年換算保険料とは、各契約の総払込保険料額を保険期間で除して、 

1 年あたりの保険料に換算した金額をいいます。 

 

 

平成２４年度第２四半期業績の概況 

ご参考：当社の格付け(平成 24 年 11 月 19 日現在) 

格付投資情報ｾﾝﾀｰ                ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ＆ﾌﾟｱｰｽﾞ 
保険金支払能力                  保険財務力格付け           A+ AA- 
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当社は、平成 23 年 10 月１日に損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命が合併した会社であります。 

平成 23 年度第２四半期（上半期）の業績については、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を

記載し、その旨を※印で注記しております。 

 

１．主要業績 

（１）保有契約高および新契約高 

・保有契約高                            （単位：千件、億円、％） 

平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 

件 数 金 額 件 数 金 額 
区  分 

   前年度末比  前年度末比 

個 人 保 険 2,820 173,753 2,923 103.7 179,868 103.5 

個人年金保険 70 2,843 70 99.8 2,847 100.1 

団 体 保 険 － 31,015 － － 30,493 98.3 

団体年金保険 － － － － － － 

（注）個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と 

年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものであります。 

     
 
 
・新契約高                                        （単位：千件、億円、％） 

平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※ 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 
件 数 金 額 件 数 金 額 区    分 

  新契約 
転換によ

る純増加
 

前年 

同期比 
 

前年 

同期比 
新契約 

転換によ

る純増加

個 人 保 険 242 15,770 15,770 － 192 79.4 13,822 87.6 13,822 － 
個人年金保険 2 89 89 － 1 50.1 48 53.8 48 － 
団 体 保 険 － 113 113 － － － 240 212.9 240 －

団体年金保険 － － － － － － － － － －

（注）個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資であります。 

※ 平成 23 年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を記載してお

ります。 
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（２）年換算保険料 
・保有契約                               （単位：百万円、％） 

 
区  分 平成 23 年度末 

平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 前年度末比 

個 人 保 険 270,285 274,790 101.7 

個 人 年 金 保 険 15,967 15,984 100.1 

合 計 286,252 290,775 101.6 

 
うち医療保障・

生前給付保障等 102,137 105,111 102.9 

 
・新契約                                （単位：百万円、％） 

 
区  分 

平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※

平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 前年同期比 

個 人 保 険 18,880 17,006 90.1 

個 人 年 金 保 険 519 210 40.5 

合 計 19,399 17,216 88.7 

 
うち医療保障・

生前給付保障等 7,779 6,760 86.9 

 
（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、 

１年あたりの保険料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除 
した金額）。 

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前 
給付保障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするも 
のは除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保 
険料を計上しております。 

※ 平成 23 年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を 
記載しております。 

 
（３）主要収支項目                        （単位：百万円、％） 

 
区  分 

平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※

平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 前年同期比 

保 険 料 等 収 入 177,443 177,906 100.3 

資 産 運 用 収 益 16,217 16,929 104.4 

保険金等支払金 84,435 84,404 100.0 

資 産 運 用 費 用 1,272 1,745 137.2 

※ 平成 23 年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を 
記載しております。 

 
（４）総資産                           （単位：百万円、％） 

 
区  分 平成 23 年度末 

平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 前年度末比 

総 資 産 1,809,210 1,876,462 103.7 
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２．一般勘定資産の運用状況 

（１）運用環境 
平成 24 年度第２四半期（上半期）のわが国経済は、グローバルな景気の減速や円高等を背景として弱

めの動きとなっています。 

企業部門は、円高基調の継続に加え、欧州情勢の悪化やグローバル景気の減速等を背景とした輸出の弱

さやエコカー補助金による政策効果の一巡等を背景に生産活動が減速しています。個人消費は、雇用環境

が改善傾向にあるものの、所得が伸び悩むなか、回復の動きは緩やかなものとなっています。 

このような経済情勢の下、金融市場では欧州債務問題の深刻化等に対して、グローバルな金融緩和が下

支えとなり、欧米株価は横ばいとなりましたが、中国情勢の悪化や個別企業の業績不安の高まり等により、

日経平均株価は下落しました。一方で安全資産として国債に対する需要が集まったことから 10 年国債金

利は低下基調を強め、前年度末の 1％近辺から 0.7％台まで低下しました。為替相場も欧州情勢の悪化等

から安全資産としての円が買われる動きとなり、前年度末の 82 円台から 77 円台へドル安円高となりまし

た。 

 
（２）運用方針 

生命保険会社においては、将来の保険金等の支払いに備えて積み立てる保険契約準備金が負債の大部分

を占めています。このため、当社では負債の特性を勘案したＡＬＭ運用（資産・負債の総合管理）を行っ

ています。 

上記運用方針に基づき、当社の一般勘定資産は株価変動リスクを最小限に抑え、高格付けの円貨建債券

の満期保有を中心とした資産運用ポートフォリオを構築し、長期的に安定した収益の確保を図っています。

また、一部を外貨建債券やＲＭＢＳ（住宅ローン担保証券）に投資することにより、利回りの向上を図っ

ています。 
 
（３）運用実績の概況 

平成 24 年度第２四半期（上半期）末の一般勘定資産は、前年度末に比べ 681 億円増加し 1 兆 8,621 億

円（前年度末比 103.8％）となりました。第２四半期（上半期）末における主な資産構成は、有価証券 

1 兆 7,330 億円（一般勘定占率 93.1％）、現預金 393 億円（同 2.1％）となっています。 

また、資産運用収益は、利息及び配当金等収入の増加や有価証券売却益等により 169 億円となりました。

一方で、資産運用費用は、有価証券評価損の計上等により 9億円となりました。これらの結果、資産運用

収益から資産運用費用を控除した資産運用収支は、160 億円となりました。 
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３．資産運用の実績（一般勘定） 

（１）資産の構成                     （単位：百万円、％） 

平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 区   分 

金 額 占 率 金 額 占 率 

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 41,444 2.3 39,305 2.1 
買 現 先 勘 定 － － － － 
債券貸借取引支払保証金 － － － － 
買 入 金 銭 債 権 － － － － 
商 品 有 価 証 券 － － － － 
金 銭 の 信 託 － － － － 
有 価 証 券 1,658,952 92.5 1,733,054 93.1 
 公 社 債 1,623,321 90.5 1,695,529 91.1 
 株  式 5,005 0.3 3,765 0.2 
 外 国 証 券 30,625 1.7 33,759 1.8 
  公 社 債 30,625 1.7 33,759 1.8 
  株 式 等 － － － － 
 そ の 他 の 証 券 － － － － 
貸 付 金 34,091 1.9 34,603 1.9 
不 動 産 801 0.0 743 0.0 
繰 延 税 金 資 産 19,343 1.1 17,591 0.9 
そ の 他 39,489 2.2 36,936 2.0 
貸 倒 引 当 金 △58 △0.0 △ 47 △0.0 
合 計 1,794,064 100.0 1,862,186 100.0 
 う ち 外 貨 建 資 産 17,219 1.0 21,343 1.1 

（注）不動産については土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。 
 

（２）資産の増減                        （単位：百万円） 

区   分 
平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※

平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 989 △ 2,139 
買 現 先 勘 定 － － 
債券貸借取引支払保証金 △ 30,370 － 
買 入 金 銭 債 権 － － 
商 品 有 価 証 券 － － 
金 銭 の 信 託 △ 19,963 － 
有 価 証 券 87,635 74,101 
 公 社 債 93,294 72,208 
 株  式 △ 1,118 △ 1,240 
 外 国 証 券 △ 4,540 3,134 
  公 社 債 △ 4,540 3,134 
  株 式 等 － － 
 そ の 他 の 証 券 － － 
貸 付 金 769 512 
不 動 産 198 △ 58 
繰 延 税 金 資 産 522 △ 1,752 
そ の 他 △ 4,118 △ 2,553 
貸 倒 引 当 金 △ 10 11 
合 計 35,653 68,122 
 う ち 外 貨 建 資 産 2,386 4,124 

（注）不動産については土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。 
※ 平成 23 年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を 

記載しております。 
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（３）資産運用収益                      （単位：百万円） 

区   分 
平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※

平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 14,872 16,033 

 預 貯 金 利 息 0 0 

 有価証券利息・配当金 14,301 15,464 

 貸 付 金 利 息 552 565 

 不 動 産 賃 貸 料 － － 

 そ の 他 利 息 配 当 金 18 4 

商 品 有 価 証 券 運 用 益 －  － 

金 銭 の 信 託 運 用 益 125 － 

売買目的有価証券運用益 － － 

有 価 証 券 売 却 益 1,218 889 

 国 債 等 債 券 売 却 益 1,218 889 

 株 式 等 売 却 益 － － 

 外 国 証 券 売 却 益 － － 

 そ の 他 － － 

有 価 証 券 償 還 益 － － 

金 融 派 生 商 品 収 益 － － 

為 替 差 益 － 3 

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 － 3 

そ の 他 運 用 収 益 － － 

合     計 16,217 16,929 

 
（４）資産運用費用                             （単位：百万円） 

区   分 
平成 23 年度 

第２四半期（上半期）※

平成 24 年度 

第２四半期（上半期） 

支 払 利 息 49 51 

商 品 有 価 証 券 運 用 損 － － 

金 銭 の 信 託 運 用 損 － － 

売買目的有価証券運用損 － － 

有 価 証 券 売 却 損 137 38 

 国 債 等 債 券 売 却 損 137 38 

 株 式 等 売 却 損 － － 

 外 国 証 券 売 却 損 － － 

 そ の 他 － － 

有 価 証 券 評 価 損 － 793 

 国 債 等 債 券 評 価 損 － 793 

 株 式 等 評 価 損 － － 

 外 国 証 券 評 価 損 － － 

 そ の 他 － － 

有 価 証 券 償 還 損 － － 

金 融 派 生 商 品 費 用 11 16 

為 替 差 損 1 － 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 11 － 

貸 付 金 償 却 － － 

賃貸用不動産等減価償却費 － － 

そ の 他 運 用 費 用 17 13 

合     計 229 914 

※ 平成 23 年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を 
記載しております。 
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（５）売買目的有価証券の評価損益                           

該当ありません。 

 

 

（６）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

  （単位：百万円） 

平成 23 年度末 平成 24 年度第２四半期（上半期）末 

差 損 益 差 損 益 区 分 
帳簿価額 時 価 

 差益 差損 
帳簿価額 時 価 

 差益 差損 

満期保有目的の債券 1,160,655 1,227,648 66,992 68,509 1,516 1,196,305 1,279,776 83,471 84,240 769

責任準備金対応債券 － － － － － － － － － －

子会社・関連会社株式 － － － － － － － － － －

そ の 他 有 価 証 券 480,119 498,296 18,176 19,608 1,432 513,206 536,748 23,542 24,511 969

公 社 債 461,329 475,361 14,031 15,392 1,361 489,261 509,913 20,651 21,429 777

株 式 2,034 5,005 2,971 2,971 － 2,034 3,764 1,730 1,730 －

外 国 証 券 16,755 17,929 1,174 1,244 70 21,910 23,070 1,160 1,352 192

公 社 債 16,755 17,929 1,174 1,244 70 21,910 23,070 1,160 1,352 192
 

株 式 等 － － － － － － － － － －

そ の 他 の 証 券 － － － － － － － － － －

買 入 金 銭 債 権 － － － － － － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － － － － － － －

 

そ の 他 － － － － － － － － － －

合 計 1,640,775 1,725,944 85,169 88,118 2,949 1,709,511 1,816,525 107,013 108,752 1,739

公 社 債 1,609,290 1,690,143 80,852 83,705 2,852 1,674,877 1,778,720 103,843 105,389 1,546

株 式 2,034 5,005 2,971 2,971 － 2,034 3,764 1,730 1,730 －

外 国 証 券 29,451 30,796 1,345 1,442 96 32,599 34,039 1,439 1,632 192

公 社 債 29,451 30,796 1,345 1,442 96 32,599 34,039 1,439 1,632 192
 

株 式 等 － － － － － － － － － －

そ の 他 の 証 券 － － － － － － － － － －

買 入 金 銭 債 権 － － － － － － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － － － － － － －

 

そ の 他 － － － － － － － － － －
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・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 

         区  分 平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 

満 期 保 有 目 的 の 債 券 － － 

非 上 場 外 国 債 券 － － 
 

そ の 他 － － 

責 任 準 備 金 対 応 債 券 － － 

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式 － － 

そ の 他 有 価 証 券 0 0 

非上場国内株式（店頭売買株式を除く） 0 0 

非上場外国株式（店頭売買株式を除く） － － 

非 上 場 外 国 債 券 － － 
 

そ の 他  － － 

合  計  0 0 

 

 

（７）金銭の信託の時価情報 

該当ありません。 
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４．中間貸借対照表 

  

（単位：百万円)

金　額 金　額

42,764 40,490
1,672,594 1,746,033

（うち国債） （ 1,126,262 ） （ 1,194,290 ）

（うち地方債） （ 120,094 ） （ 120,193 ）

（うち社債） （ 382,065 ） （ 386,003 ）

（うち株式） （ 9,869 ） （ 8,230 ）

（うち外国証券） （ 34,301 ） （ 37,314 ）

34,091 34,603
保険約款貸付 34,091 34,603

1,676 1,540
3,101 2,594

137 95
1,467 1,543

34,092 32,016
その他の資産 34,092 32,016

19,343 17,591
△58 △47

1,809,210 1,876,462

1,717,788 1,780,271
支払備金 24,615 27,088
責任準備金 1,689,139 1,749,249
契約者配当準備金 4,034 3,932

3,466 2,789
1,248 1,261
7,294 7,317

未払法人税等 43 833
リース債務 687 648
その他の負債 6,563 5,835

24 －
1,718 1,939
1,881 2,033

1,733,423 1,795,611

17,250 17,250
30,000 30,000

資本準備金 10,000 10,000
その他資本剰余金 20,000 20,000

15,958 17,309
その他利益剰余金 15,958 17,309
　保険業法施行規則附則第10条積立金 325 325
　繰越利益剰余金 15,633 16,984

63,208 64,559
12,578 16,291
12,578 16,291
75,786 80,850

1,809,210 1,876,462

平成23年度末

要約貸借対照表

（平成24年３月31日現在）

平成24年度

中間会計期間末

（平成24年９月30日現在）

役員賞与引当金

貸付金

有価証券

（資　産　の　部）

その他負債

評価・換算差額等合計

その他資産

繰延税金資産

貸倒引当金

資産の部合計

（負　債　の　部）

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

（純　資　産　の　部）

資本金

資本剰余金

利益剰余金

保険契約準備金

株主資本合計

その他有価証券評価差額金

退職給付引当金

価格変動準備金

負債の部合計

代理店借

再保険借

有形固定資産

無形固定資産

代理店貸

再保険貸

　　　　　　　　　　　　　　期　別

 科　目

現金及び預貯金
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５．中間損益計算書 

  

（単位：百万円）

平成23年度 平成24年度

中間会計期間
※ 中間会計期間

平成23年４月１日から 平成24年４月１日から

平成23年９月30日まで 平成24年９月30日まで

金　額 金　額

195,658 195,497
177,443 177,906

（うち保険料） （ 176,106 ） （ 175,645 ）

16,217 16,929
（うち利息及び配当金等収入） （ 14,872 ） （ 16,033 ）

（うち金銭の信託運用益） （ 125 ） （ － ）

（うち有価証券売却益） （ 1,218 ） （ 889 ）

1,996 661
（うち支払備金戻入額） （ 1,534 ） （ － ）

197,143 191,005
84,435 84,404

（うち保険金） （ 15,542 ） （ 16,005 ）

（うち年金） （ 919 ） （ 1,000 ）

（うち給付金） （ 12,541 ） （ 13,853 ）

（うち解約返戻金 ） （ 52,312 ） （ 50,177 ）

（うちその他返戻金 ） （ 588 ） （ 730 ）

66,757 62,585
支払備金繰入額 － 2,473
責任準備金繰入額 66,756 60,110
契約者配当金積立利息繰入額 0 1

1,272 1,745
（うち支払利息） （ 49 ） （ 51 ）

（うち有価証券売却損） （ 137 ） （ 38 ）

（うち有価証券評価損） （ － ） （ 793 ）

（うち金融派生商品費用） （ 11 ） （ 16 ）

（うち特別勘定資産運用損） （ 1,042 ） （ 831 ）

42,210 40,267
2,468 2,003

△1,484 4,491
－ 0

3,937 161
1,480 1,955

△6,902 2,374
47 924

△2,361 99
△2,314 1,024
△4,588 1,350

その他経常収益

資産運用収益

保険料等収入

責任準備金等繰入額

資産運用費用

経常費用

保険金等支払金

中間純利益又は中間純損失(△)

経常利益又は経常損失(△)

特別利益

事業費

その他経常費用

契約者配当準備金繰入額

税引前中間純利益又は税引前中間純損失(△)

法人税及び住民税

法人税等調整額

法人税等合計

特別損失

※　平成23年度中間会計期間は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を記載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　別

 科　目

経常収益
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６．中間基金等（株主資本等）変動計算書 

  

（単位：百万円）

平成23年度 平成24年度

中間会計期間
※ 中間会計期間

平成23年４月１日から 平成24年４月１日から

平成23年９月30日まで 平成24年９月30日まで

金　額 金　額

株主資本

資本金

当期首残高 37,250 17,250 

当中間期末残高 37,250 17,250 

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 10,000 10,000 

当中間期末残高 10,000 10,000 

その他資本剰余金

当期首残高 － 20,000 

当中間期末残高 － 20,000 

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 4 － 

当中間期末残高 4 － 

その他利益剰余金

保険業法施行規則附則第10条積立金

当期首残高 325 325 

当中間期末残高 325 325 

繰越利益剰余金

当期首残高 26,734 15,633 

当中間期変動額

中間純利益又は中間純損失(△) △4,588 1,350 

当中間期変動額合計 △4,588 1,350 

当中間期末残高 22,146 16,984 

株主資本合計

当期首残高 74,313 63,208 

当中間期変動額

中間純利益又は中間純損失(△) △4,588 1,350 

当中間期変動額合計 △4,588 1,350 

当中間期末残高 69,725 64,559 

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 5,097 12,578 

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 3,236 3,713 

当中間期変動額合計 3,236 3,713 

当中間期末残高 8,333 16,291 

評価・換算差額等合計

当期首残高 5,097 12,578 

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 3,236 3,713 

当中間期変動額合計 3,236 3,713 

当中間期末残高 8,333 16,291 

純資産合計

当期首残高 79,411 75,786 

当中間期変動額

中間純利益又は中間純損失(△) △4,588 1,350 

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 3,236 3,713 

当中間期変動額合計 △1,352 5,064 

当中間期末残高 78,059 80,850 

※　平成23年度中間会計期間は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を記載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　期　別

　　科　目
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注記事項 
（中間貸借対照表関係） 
 

１．会計方針に関する事項

（１）有価証券の評価基準および評価方法

有価証券の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については

移動平均法による償却原価法(定額法)、その他有価証券のうち時価のあるものについては、９月末日の市場価格等に基づく

時価法（売却原価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、移動平均法による

原価法によっております。その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

（２）デリバティブ取引の評価基準および評価方法

デリバティブ取引の評価は時価法によっております。

（３）有形固定資産の減価償却の方法

有形固定資産の減価償却は、それぞれ次の方法により年間見積額を期間により按分し計上しております。

・有形固定資産（リース資産以外）

定率法を採用しております。

・リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（４）無形固定資産の減価償却の方法

・ソフトウェア

利用可能期間に基づく定額法によっております。

（５）外貨建資産等の本邦通貨への換算基準

外貨建資産・負債は９月末日の為替相場により円換算しております。

（６）引当金の計上方法

①貸倒引当金

貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、当社の定める｢資産査定規程」および「同細則」に基づき、次の

とおり計上しております。

個別債権毎に回収可能性または価値の毀損状態を査定し、回収可能性に重大な懸念があると判断した債権または重大な

価値の毀損が生じていると判断した債権については必要と認められる額を引当てております。

また、上記以外の債権については過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を引当て

ております。

なお、全ての債権は、「資産査定規程」および「同細則」に基づき、管轄部署が１次資産査定を実施し、当該部署から

独立した部署が２次資産査定を実施し、内部監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を

行っております。

②退職給付引当金

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、「退職給付に係る会計基準」（「退職給付に係る会計基準の設定に

関する意見書」平成10年６月16日企業会計審議会）に基づき、当中間会計期間末において発生したと認められる額を計上

しております。

（７）価格変動準備金の計上方法

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

（８）リース取引の処理方法

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっております。

（９）ヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 平成20年３月10日企業会計基準委員会）

に従い、外貨建債券に対する為替変動リスクのヘッジとして為替予約による時価ヘッジを行っております。

（10）消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税込方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上のうえ５年間で

均等償却し、繰延消費税等以外のものについては当中間会計期間に費用処理しております。

（11）責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により計算しております。

・標準責任準備金の対象契約については金融庁長官が定める方式（平成８年大蔵省告示第48号）

・標準責任準備金の対象とならない契約については平準純保険料式  
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２．金融商品の時価等に関する事項

平成24年９月30日における中間貸借対照表計上額および時価、ならびにこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（（注２）参照のこと。）。

（単位：百万円）

（３）有価証券

①売買目的有価証券

②満期保有目的の債券

（＊１）保険約款貸付に対応する一般貸倒引当金であります。

（＊２）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項

資 産

(1) 現金及び預貯金

預貯金については全額満期のない預貯金であり、一部外貨預金を保有しております。外貨預金については９月末日の為替相場

により円換算しております。時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額によっております。

(2) 貸付金

保険約款貸付

保険約款貸付については、貸付金額を解約返戻金相当額の一定の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、

金利条件等から時価は中間貸借対照表計上額から貸倒引当金を控除した金額に近似しているものと想定されるため、当該金額

を時価としております。

(3) 有価証券

有価証券については９月末日の市場価格等によっております。

なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。

①満期保有目的の債券

満期保有目的の債券において、種類ごとの中間貸借対照表計上額および時価、ならびにこれらの差額については、次のとおり

であります。

（単位：百万円）

合計 1,196,305 1,279,776 83,471

時価が中間貸借
対照表計上額を
超えないもの （3）その他 - - -

（2）社債 - - -

（1）国債・地方債等 34,822 34,053 △ 769

小計 34,822 34,053 △ 769

小計 1,161,482 1,245,723 84,240

10,856

（3）その他 10,689 10,969 279

時価が中間貸借
対照表計上額を
超えるもの

（1）国債・地方債等 927,805 1,000,910

種類 中間貸借対照表計上額 時価 差額

73,104

（2）社債 222,987 233,843

デリバティブ取引計 55 55 - 

ヘッジ会計が適用されているもの 55 55 - 

ヘッジ会計が適用されていないもの - - - 

デリバティブ取引（＊２）

資産計 1,821,120 1,904,591  

1,746,032 1,829,503 83,471

③その他有価証券 536,748 536,748 - 

1,196,305 1,279,776 83,471

12,978 12,978 - 

34,596 34,596 - 

貸倒引当金（＊１） △ 6 

（２）貸付金

保険約款貸付 34,603

（１）現金及び預貯金 40,490 40,490 - 

中間貸借対照表計上額 時価 差額
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②その他有価証券

その他有価証券において、種類ごとの取得原価または償却原価および中間貸借対照表計上額、ならびにこれらの差額について

は次のとおりであります。

（単位：百万円）

（1）株式

（2）債券

①国債・地方債等

②社債

③その他

（3）その他

（1）株式

（2）債券

①国債・地方債等

②社債

③その他

（3）その他

デリバティブ取引

(1) ヘッジ会計が適用されていないもの

該当ありません。

(2) ヘッジ会計が適用されているもの

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの９月末日における契約額または契約に

おいて定められた元本相当額等は、次のとおりであります。

為替予約取引 （単位：百万円）

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、金融商品の時価情報の

「資産(3)②その他有価証券」には含めておりません。

（単位：百万円）

(*) 非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから時価開示の対象

    とはしておりません。

３．貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３カ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権は、該当ありません。

４．有形固定資産の減価償却累計額は 1,645 百万円 であります。

５．保険業法第118条に規定する特別勘定資産の額は、14,275 百万円 であります。なお、負債の額も同額であります。

６．中間貸借対照表に計上したリース資産の他、リース契約により使用している重要な有形固定資産として電子計算機等があり

ます。

７．契約者配当準備金の異動状況は、次のとおりであります。

当期首現在高 百万円

当中間会計期間契約者配当金支払額 百万円

利息による増加等 百万円

契約者配当準備金繰入額 百万円

当中間会計期間末現在高 百万円

種類
取得原価または

償却原価
中間貸借対照表計上額 差額

中間貸借対照表
計上額が取得原
価または償却原
価を超えるもの

2,034 3,764 1,730

328,604 344,783 16,179

466,868 489,649 22,781

13,942 15,295 1,352

124,320 129,570 5,250

小計 468,902 493,414 24,511

- - -

44,303 43,334 △ 969

- - -

3,975 3,955 △ 19

7,967

32,361 31,603 △ 757

7,775 △ 192

- - -

合計 513,206 536,748 23,542

小計 44,303 43,334 △ 969

中間貸借対照表
計上額が取得原
価または償却原
価を超えないも
の

うち１年超

時価ヘッジ
先物為替相場に
よっております。

為替予約取引

ヘッジ会計の
方法

デリバティブ
取引の種類等

主なヘッジ
対象

契約額等
時価

時価の
算定方法

米ドル（対円）

その他
有価証券

売建 7,143 - 55

非上場株式(*) 0

区分 中間貸借対照表計上額

合計 7,143 - 55

1,955

3,932

4,034

2,059

1
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８. 保険業法施行規則第73条第３項において準用する同規則第71条第１項に規定する再保険を付した部分に相当する支払

備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は 21 百万円、同規則第71条第１項に規定する再保険を付した部分に

相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という。）の金額は 2,357 百万円であります。

９. 当中間会計期間末の１株当たりの純資産額は 2,967 円 00 銭であります。

10．保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間会計期間末における当社の今後の負担見積額は 

4,417百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

11. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

 
 
 
（中間損益計算書関係） 
 

１．有価証券売却益の内訳は国債 598 百万円、社債 291 百万円であります。

２．有価証券売却損は社債 38 百万円であります。

３．有価証券評価損は社債 793 百万円であります。

４．支払備金繰入額の計算上、足し上げられた出再支払備金戻入額の金額は 471 百万円、責任準備金繰入額の計算上、
足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は 105 百万円であります。

５．利息及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。

預貯金利息 百万円

有価証券利息・配当金 百万円
貸付金利息 百万円

その他利息配当金 百万円

計 百万円

６．１株当たりの中間純利益の金額は、49 円 57 銭であります。

７. （追加情報）
従来、年度末に一括計上していた再保険配当について、当中間会計期間より、四半期および中間会計期間において
取引再保険各社より当該累計期間に対応する再保険成績による配当見込額に関する計算書を入手できることとなっ
たことに伴い、当該金額を保険料等収入に計上しております。
この影響により、当中間会計期間の経常利益および税引前中間純利益が 758 百万円増加しております。

８. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

16,033

0

15,464
565

4

 
 
（中間株主資本等変動計算書関係） 
 

１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 （単位：千株）

２．新株予約権および自己新株予約権に関する事項

　　該当する事項はありません。

３．配当金支払額

　　該当する事項はありません。

４．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

普通株式 - - - -

合計 - - - -

合計 27,250 - - 27,250

自己株式

発行済株式

普通株式 27,250 - - 27,250

当期首 当中間会計期間 当中間会計期間 当中間会計期間末

株式数 増加株式数 減少株式数 株式数
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７．経常利益等の明細（基礎利益） 

  

（単位：百万円）

平成23年度 平成24年度

第２四半期（上半期）
※ 第２四半期（上半期）

△1,620 5,146

1,325 893

金銭の信託運用益 106 －

売買目的有価証券運用益 － －

有価証券売却益 1,218 889

金融派生商品収益 － －

為替差益 － 3

その他キャピタル収益 － －

166 849

金銭の信託運用損 15 －

売買目的有価証券運用損 － －

有価証券売却損 137 38

有価証券評価損 － 793

金融派生商品費用 11 16

為替差損 1 －

その他キャピタル費用 － －

1,158 44

△461 5,190

－ －

再保険収入 － －

危険準備金戻入額 － －

個別貸倒引当金戻入額 － －

その他臨時収益 － －

1,023 698

再保険料 － －

危険準備金繰入額 1,015 695

個別貸倒引当金繰入額 7 3

特定海外債権引当勘定繰入額 － －

貸付金償却 － －

その他臨時費用 － －

△1,023 △698

△1,484 4,491

（注）金銭の信託運用損益については、キャピタル損益である金銭の信託売却損益を除き、インカム

　　　収益に該当する金額であるため、当該金額については基礎利益に含めて記載しております。

　※　平成23年度第２四半期（上半期）は、損保ジャパンひまわり生命と日本興亜生命の合計値を記

　　　載しております。

経常利益　　　　　　 　　　 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

キャピタル損益　　　　　　 　　　　 Ｂ

キャピタル損益含み基礎利益　　　Ａ＋Ｂ

臨時収益

臨時費用

基礎利益　　　　　　　　　　　　　　Ａ

キャピタル収益

キャピタル費用

臨時損益　　　　　　　　　　　　 　 Ｃ

 



16 
ＮＫＳＪひまわり生命保険株式会社 

８．債務者区分による債権の状況 

（単位：百万円、％） 

区    分 平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末

 破産更生債権およびこれらに準ずる債権  － －

 危険債権  － －

 要管理債権  － －

小計  － －

（対合計比） （   －） （   －）

 正常債権  34,593 35,113

合計  34,593 35,113

（注）１．破産更生債権およびこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始または再生

手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれ

らに準ずる債権です。 

２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績

が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い

債権です。 

３．要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金および条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上

延滞貸付金とは、元本または利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上遅延して

いる貸付金（注１および２に掲げる債権を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営

再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶

予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１および２に掲げ

る債権ならびに３カ月以上延滞貸付金を除く。）です。 

４．正常債権とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、注１か

ら３までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。 

 

 

９.リスク管理債権の状況 

該当ありません。 
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１０．ソルベンシー・マージン比率 

        （単位：百万円） 

項   目 平成 23 年度末 

平成 24 年度 

第２四半期 

（上半期）末 

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 199,339 210,138

 資本金等 63,208 64,968

 価格変動準備金 1,881 2,033

 危険準備金 22,677 23,373

 一般貸倒引当金 19 12

 その他有価証券の評価差額×90％（マイナスの場合 100％） 16,358 21,188

 土地の含み損益×85％（マイナスの場合 100％） － －

 全期チルメル式責任準備金相当額超過額 112,359 117,270

 負債性資本調達手段等 － －

 
全期チルメル式責任準備金相当額超過額および負債性資本 

調達手段等のうち、マージンに算入されない額 
△ 24,430  △ 26,653

 持込資本金等 － －

 控除項目 － －

 その他 7,264 7,946

リスクの合計額  
4

2
732

2
81 )()( RRRRRR    （Ｂ） 27,502 28,514

 保険リスク相当額        Ｒ1 11,109 11,470

 第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 5,625 5,808

 予定利率リスク相当額      Ｒ2 8,084 8,130

 最低保証リスク相当額      Ｒ7 337 344

 資産運用リスク相当額      Ｒ3 12,447 13,219

 経営管理リスク相当額      Ｒ4 752 779

ソルベンシー・マージン比率 

   （Ａ）    

（１／２）×（Ｂ） 

1,449.5％ 1,473.9％

（注）１．上記は、保険業法施行規則第 86 条、第 87 条および平成８年大蔵省告示第 50 号の規定に 

基づいて算出しております。 

２．最低保証リスク相当額は、標準的方式により算出しております。 

 
＜参考＞実質資産負債差額                                                            （単位：百万円） 

項   目 平成 23 年度末 

平成 24 年度 

第２四半期 

（上半期）末 

資産の部に計上されるべき金額の合計額         （１） 1,875,761 1,959,635

負債の部に計上されるべき金額の合計額を 

基礎として計算した金額         
1,590,303 1,645,143 

実質資産負債差額       （１）－（２）＝（３） 285,458 314,491

（注）上記は、保険業法第 132 条第２項に規定する区分等を定める命令第３条および平成 11 年金融 

監督庁・大蔵省告示第２号の規定に基づき算出しております。 

実質資産負債差額から満期保有目的の債券に係る時価評価額と帳簿価額との差額を控除した額は、 

平成 24 年度第２四半期（上半期）末 231,020 百万円（平成 23 年度末 218,465 百万円）であります。 

 

×１００ 

（２） 
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１１．特別勘定の状況  

（１）特別勘定資産残高の状況 

          （単位：百万円） 

区  分 平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末 

個 人 変 額 保 険 15,146 14,275

個 人 変 額 年 金 保 険 － －

団 体 年 金 保 険 － －

特 別 勘 定 計 15,146 14,275

 

（２）保有契約高 

 

・個人変額保険                       （単位：件、百万円） 

平成 23 年度末 
平成 24 年度 

第２四半期（上半期）末区  分 
件 数 金 額 件 数 金 額 

変額保険（有期型） 128 863 117 728

変額保険（終身型） 13,368 92,186 13,123 89,579

合    計 13,496 93,050 13,240 90,308

 

・個人変額年金保険        
 

該当ありません。 
 
 

１２．保険会社およびその子会社等の状況 

該当ありません。 
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（参考）証券化商品等への投資およびサブプライム関連投資の状況（平成 24 年度第２四半期末） 

 

 

証券化商品等への投資およびサブプライム関連投資状況につきましては、以下のとおりです。 

 

１．特別目的事業体（SPEs）一般 

該当する投資はありません。 

 

２．債務担保証券（CDO） 

該当する投資はありません。 

 

３．その他のサブプライム・Alt-A エクスポージャー 

該当する投資はありません。 

 

４．商業用不動産担保証券（CMBS） 

該当する投資はありません。 

 

５．レバレッジド・ファイナンス 

該当する投資はありません。 

 

６．その他 

（単位：百万円） 

 時価 含み損益 実現損益 

ＲＭＢＳ 32,726 950 －

※１．ＲＭＢＳ…Residential Mortgage-Backed Securities（住宅ローン担保証券） 

※２．すべて日本の住宅金融支援機構が発行した財投機関債です。 

※３．含み損益は、時価から帳簿価額を差し引いたものです。 

※４．実現損益は、売却損益に減損額を加えたものです。（利息は含めておりません。） 
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